
丸太組足場に於ける部材交叉部

の鉄線に よる緊縛力について
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丸太組足場ほ士建工事のみならず造船所その他の工場で

も塵塵用いられているが，この足場の弱点と見倣されて

いろのほ部材の交叉部てある。此の部分ほ通常策罷や鉄

線を用いて緊縛しているが，藁纏ほ強度をほじめあらゆ

る点から考えて信頼性がないのそ使用をひかえる事が望

ましい。一方鉄線はそれを使用した場合の緊縛カー一荷

軍に対する抵抗力—ーがばつきりしない為使用上不安が

つきまとうのが現欣て凌ある。此の点を多少て゜も明らかに

したいと考えて，現在行われてるい標準的な緊縛法—―
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8 #,....,,10#鈍鉄線による捻半懐結（図 1)を用いてその緊

縛力の試験をしたのが以下のデーダである。

§2 試科及び試駿方法

A) 使 用 丸 太

手持の檜丸太を旋慇て’円筒に仕上げ，その径ほ7.5cm及

びlOcmの2種，建地と布ほ常に等径のものを紐み合ぜ｀て

使用した＂

B) 使 用 鉄 線

径ぱ3.20mm及び 3.85mmの2種便宜上前者を JO杵後
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者を 8:lfと称することにする。これを図 2の如き 1個の試

料長に切り取り， コイル朕にして数個づつフィ・ゴの中て

赤熱（約 900'C)して空中て徐徐に冷却した。

C)緊縛力試験の載荷方法

試験穆ほアムスラー型 50屯万能試験機を使用した。載

荷要領ほ図ー3及ひ宮箕に一1示す。
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D) 鉄線の鼠純引

張試験の載荷方法

此の試験に用いた試料

は図ー 2に示すように

端部の 30cmて凌ある。

試験携ほアムスラー型

4屯万能試験槻を用い

その載荷要領ほ図ー4

及び富箕ー 5.6に示す
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図ー 5

E)各試料は図ー 5の左のような形にこしらえ図-6

＇に示ず順序にしたがい「しの」と称するレバーを用いこ

緊めつけた。牛櫻のかげ方は図ー 6のよりに 4通りの方

法がある。

a. b ' ,  C d 

宮飼ー1

図ー 6

寓飼ー 2一ふ、'[_ 宮箕ー 3

C 6) 

寓飼ー 4



露箕ー 5

富箕ー 6

§3 記鋒

次の記録中緊縛力及び8がの輩純引張力は試験携よりの

直読ててある~10がの皐純引張力ほ阿端 2 個の試料の平
均て•ある。移動とは布丸太の建地に対する相対下降距難
を云い自記記録たる応力変形曲線図より導ぎ出したもの

てある。

デー之~o.1 線径St 丸太径7。5cm 緊縛法A

I kg I kg 
緊縛力 I輩純引張 1移動cm 備 考

1 1970 4g3(l) - (1)荷重速度極めて

2 . 1840 463 9.4 遁い

3·1~80 498 9. 4 
(3) 

4 . 2100 501 (3) 8. 5 49o kg一旦荷重
を除き再荷軍を

5 1870 467 9.6 かけた

6 1800 467 9. 0 

7 2020 495 10. 0 

8 1990 485 9. 0 

9 1850 488 10. 0 

ーデータ No.2線径10:t;: 丸太径7.5cm 緊縛法A
I kg kg 
l緊縛力 1照紳引張 l移動cm 備 考

ー.. ー―-

l 149o(l) 431 -- (1)約850kgの荷璽
のとき捻部分か

2 1380 424 8. 6 ほどげ始めたの
て一旦荷重を停

3 i 1280 423 7. 6 止，後再荷重を
がげた。

4 1350 418 7.5 

5 1200 414 6.1 

6 1300 411 6.4 

7 1370 409 7.9 

8 1470()' ~ ) 409 
(Z) 荷約日荷重12童00をkg除でき再一， 1470 400 

10 1400(' 3) 415 (3) 約術軍霞80を0k除gてぎ再一荷旦

11 1320 421 7.2 

12 1580 414 

13 1290 408 7.5 

14 1500 414 6.7 

15 1340 421 7.4 

16 1500 418 

17 1380 417 I 9。〇

18 1050 430 

19 1370 424 8.4 

20 1250 415 7.5 
I 

デーク No.3 線径10:¥¥: 丸太径7.5cm 緊縛法B

ー I 贋•ー縛k力g I I 羅・純・4引k2g張2 1I 移動s―c.3m-- 備. 考

1 I 1460 • 

8.3 

8.7 

4 

11161255050 10 20 0 (2)I 1 

,411 7.8 

5 403 ーー I(2) 上部て切断

6 404 8.3 

7 404 
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,,,_-I Iク緊N-縛-ko力-g .5 I --肌線---純径l引kmfg張-丸'l ！ 太移-径動-7-c—.m5--cl -m 緊-備-縛法-D 考 -

1 1290 410 8.4 

II 公＼ ／約 45° 咋~~
2 1360 412 7.7 

3 1280 393 7.8 

4 1250 408 

5 1100 393 

6 1400 401 

7 1460 404 8.3 

ァデ＿―ー＿|緊ク――N縛kog力.-6r_l-_卵線-純-径引1k0,i張g 1丸移―太勁径c吋10c＿m 備緊一縛法考P 

1 1370 435 8.3 

2 1240 412 8'.4 

3 1270 412 7.6 

4 1260 4:_s 7.8 

5 1250 420 7.5 

6 1150 416 

7 1340 407 I 8.1 

試験に関する附註
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A) 緊縛力試験について

1)試験にあたつてほ緊縛線の捻り疲の目の中え「しの」

を通ししここれを固定し，捻り部分のほどげるの防止して

いる。若しこのほどげ防止の措置をとらなければ極限強

度40rv50劣の程度の低い荷重て噂緊縛がほどげてしまう。

2)一般に無荷重のときほ図ー 7上及び窟飼ー 3の吠態

てあるが，切断の直前にぱ図ー 7下及び露箕ー 4の吠態

になる。此の事ほ叉図 ~8 に示す典型的な応力変形曲線

図によく表｛まされている。郎ちAB区間ほ鉄線｝文末だ充

分な応力が生じないままに布がどんどん下方に移動して

いる朕態を示し，これがB

に至つてやや移動の仕方が
喜

緩漫になる。これほ鉄線が

一応ぴんと張切った吠態だ

と考えられる。このBから

応力ぱ極限強度Cまて急速

に増大ずる。この原因とし

てほ

i 緊縛しただけてBは未だ

充分張切つていない鉄線が

力を受けて初めてぴんと張

る。

ii 丸太の接躙面が布てhほ

3,..._,5m,m建地てほl,....,,3mm

程度凹む。

建

h也

iii 鉄線が丸太え線径の出～沿程度喰い込む。

などが考えられる。

3) 捻り方及び緊め具合が適切て•あれば鉄線は例外なく

図ー 7に示す位置て・切断する。捻り過ぎると捻り蔀分が

捩ぢ切れて著しい強度の低下がみられる。この場合はデ

ークから除外してあろ e 捻り方が足らないときは手て＇動

かずだヤピ丸太がずれるのゼ，捻り方の不足が容易に分

る。所載のデークほいづれも捻り方の適切な場合のみの

デ,_タ-（ある。

B)箪純引張試験について

1) これは緊縛力試験についても云えることて•あるが，

同ーデーク内の試斜ほ出来るだけ鈍しの條件を均ーにし

た核りである。更にデーク No.3. 4.-5. 9の試料ほすべて

鈍し條件をほとんど等しくすると考えてよい。何故なら

ば，これら No.3.4. 5. 6の試料ほ同一時日に休むことな

＜鈍し作業を行ったものの中から任意に抽出したものて

あるから。

2)箪純引張試験の切断はほとんど試科の直線部分て・行

われるが，稀にはチャック内て•も切れることがある。此

の場合ほ著しい強度の低下がみられるのて尋デークから除

外してある。

§4 むすび

デークの綜合を第 1表に示す
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(8) 



~ 

第 1 表

ー----線径 1 丸太径 1緊縛法 ii試料数 一―縛 力 II___ J孔鱈ー豆し張一彊農し一ー移 動 cm
cm I !I平均kgf相対偏差%'I平均kgf柑対侶差翠応力度km/cm

----------—~- "'r---" -~-=~ —~J~~=—----=---—=:c-c=~ 

I 9. 

I 416 1. 83 52 7. 

1 11 1469 1. 16 1I 411 2. 33 

5 J 374 10.13 4fY7 2. 04 

7 1306 8. 97 -403 1. 91 

_ A Ii _ 7 mo I 5. 59 i 417 ーロこ
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この試験て.あらかじめ危惧された事ほ鈍し方が甚だ原始

的な為に鈍しの程度がポ均ーになり，したがつて強度も

不均ーになるの召まなかろうかと云うことてあつた。若

し強度の不均ーさが甚じいときはその平均値て•以つて種
種の数的関係を設明する場合に不正確のそしりを免れな

くなる。此の為先づ皐純引張強度の不均一さの程度を調

べたら，以下に述べるように鈍しによる強度の不均一さ

ほ可成小さいことが分つた。

今単純引張強度の相滸偏差を各デークについてみると

相対偏差＝＿＿標準偏羞
平 均 値

=l. 74,,.._,2, 33% 

・r可成小さい。これほ試料間の條件（線径鈍し條件及

び試験條件）がほぼ一定なるときほ，試験模に示され

る強度が均•一であることを示している。しかるに等し

い條件の試料よりなり立つていろと思われろ，デーク

No. 3. 4. 5. 6の鼠純引張強度の平均値の問ほ可成の差

がみられが中には14kgという甚しい場合があるがこ

れほ偶然と考えても全くあり得ない程の大きな差てあ

る。此のような結果があらわれたことの原因ほ更に多

くの喫験に侯たなげれ1王はつきり断定出来ないが，ぉ

そらく試験日を異にしたということの中にかくされて

るいのてなかろうか。試験日の順序ほ No.6. 3. 4. 5て・

あろが，平均（直の大ぎさも此の順に並んている。此処

に原因がびそんて＇いるのてなかろうか。したがつて，

No.3,...,,6の鼠純引張のデータは他のデ-夕との比較に

用いることは遠露すべきて•ある。したがつて此の矛屑

を考慮外におけば鈍しの程度ほおほむね均一であると

云える J

次に緊縛試験についても同粽なことを調べたのて•あるが

その緊縛力試験の相対侃差が，‘

相梵偏差=5.22........,10.13劣

て可成り小さく，捻り方緊め具合もほぽ均ーであったと

考えてよい。

以上述べたような事を一応吟味した後次の結諭を得た。

1) 緊縛方:法をA,B,C及びDと変えてみても緊縛力の間

には殆ど差が認められない。しいて云えばA,及びBの

方がC及びDの方より若干強い。

2) 丸太が太くなれば緊縛力ほ弱まる。

3) 緊 縛 カ
皐純引張強度

-='Yは線径が大になれば大きくなる

が，ほぼ一定の｛直だと考えてよい。したがつて一般に

丸太径が7.5.--..,1.Qcmのときは

緊専力＝ッ x翠純別張強度

但し -y: 10ク 3~3.5

筵 3_5,....,.4

綜合的に 3.5 

4) 安全緊縛1Jは前記緊縛りを安全係数 4て＇割らなげれ

ばならない。何故なら実際の場合は極限強度の釣40%

程度て緊縛ぶほどげてしまうから，安全係数は40%の

逆数郎ち 2.5以上に押える必晏ぶあるがら。したがつ

て安全緊縛力は ¢ 

'}' 
安至緊縛力：：＝—- X悶純引振強度

4 

或は総括的に

安杢緊縛力=500kg ・・・・・・・・・ ·--8~

350尺g・・・ 、一`・・・・--10名

と云つてもかまわない。
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